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要約  

2002～2006年度まで5年間に渡り、「科学的な内容を英語で口頭発表できる力」を養成するためのカリキュ  

ラム構築と教材開発に取り組んで来た。本稿では、その概要を振り返る。   

キーワード：科学的、教材、口頭発表、プレゼンテーション、カリキュラム  

1研究の概要   

1．1はじめに   

英語科では、「科学的な内容を英語で口頭発表できる  

力を養成するカリキュラムの構築と教材開発」という  

テーマで2002年度からSSH研究に取り組み、今年が  

5年目で最終年度になる。   

授業実践は、中学1年から高校3年まで全学年で行  

い、中学校では主にプレゼンテーションの基本を身に  

付けさせ、高校では科学的内容の教材の読角挙措動をし  

たり、教材を題材に口頭発表や意見交換を行ったりし  

ている。  

1．2 英語科のシラバスの構築   

2002年度までに、英語科では4技能別にシラバス  

を作成していた。（鈴木他（2000）、寺田他（2001）、八宮  

他（2002））   

2002年度から始まったSSH研究の実践の中で、こ  

のシラバスを発展させることをめざした。特に、科学  

的内容の口頭発表力の養成という意味で、従来のスピ  

ーキングのシラバスとの関連を考察し、スピーキング  

の枠を広げ、スピーチからプレゼンテーションという  

流れを構築していった。   

また、科学的教材の開発を行うために、2002年度か  

らアメリカの小・中・高の理科と数学の教科書を購入  

し授業で活用し始め、同時に新聞や書籍の科学的記事  

を読ませる活動を行った。  

1．3 スピーキングのシラバスの拡張－スピーチか   

らプレゼンテーションヘ   

2002年度までに作成したスピーキングのシラバス  

は以下の通りである。  

＜基礎期＞中学1・2年  

・個々の発音・連音・リズム・イントネーション  

・綴りと発音の関係（フォニツクス）  

・絵や物をヒントにしたoralreproduction   

（show＆tell，StOryte11ing）  

・身近な事柄を英語で説明（自己紹介など）  

＜実践期＞中学3年・高校1年  

・リズム・イントネーションの効果的な使い方  

・様々な形式による口頭発表   

（recitation，SPeeCh，Skit）  

・より内容のある事柄を英語で伝える   

（体験談、興味のあることの説明等）  

＜発展期＞高校2・3年  

・より高度な内容を英語で伝える  

・自分の考えが相手に正確に伝えられる  

・意見交換ができる（discussion，debate）   

2002年度から始まったSSH研究のなかで、従来主  

に行われていたスピーチの枠を広げて、パワーポイン  

トを使った発表や、絵や写真を利用したショウアンド  

テルなどを積極的に行うようになった。  

ImprovingOralPresentationSkillsforScienceandMath（4）  
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・贋同慶彦（2001）『理科系のためのはじめての英語論  

文の書き方』ジャパンタイムズ社  

・麿同慶彦（2003）『学会出席・研究留学のための理科  

系の英会話』ジャパンタイムズ祉  

・飯泉恵美子、TJ．Oba（2003）『はじめての英語プレ  

ゼンテーション』ジャパンタイムズ杜  

・志村史夫（2002）『理科系のための英語力強化法』ジ  

ャパンタイムズ社  

2．2 生徒プレゼンテーション用英文活用集   

上記の文献の中の飯泉他（2003）を活用して、中学生  

がパワーポイントを利用してプレゼンテーションを行  

うときの英文活用集を作成した。  

Usefu［ExpressionsforPresentation  

（プレゼンテーションに役に立つ表現）  

スピーチ（プレゼンテーション）は通常3つの部分か  

ら構成されています。それは、Introduction＝導入、  

Body＝本論とConclusion＝結びです。   

1．Introduction（導入）  

a．挨拶（Greeting）   

Hello，eVeryOne．   

Hello，friends．   

Goodmorning／afternoon／evenlng，eVeryOne．  

b．テーマ（主題）の紹介（IntroductionoftheTbpic）   

Tbday；IamgolngtOtalkabout…   

Thisafternoon，Iamgoingtotellyouabout…   

Tbday’spresentationisabout．．．   

2．Body（本論）   

本論の例  

a．オーソドックスに展開する場合   

First，Ⅰ’11talk about the population ofour city  

Ourcityhasapopulationof90，000．（90，000people  

liveinourcityl）注：population＝人口   

Second（Next），Ⅰ，11talkaboutthemuseumsinour  

City．Wehavethreefamousmuseums．   

Third，Ⅰ’11tellyouaboutsomebeautifu1parks．  

b．聴衆を巻き込んで、インターラクティブに展開する   

場合   

・聴衆に質問をする  

Whereis Suginamiward？What wards are   

nexttoit？注：Ward＝区  

1．4 各学年の年間目標   

SSH年間指導計画は学年ごとに立てて実践してい  

る。以下は2003年度の年間指導計画である。（加藤他  

（2005））（）内は、その学年で実施した活動の一部で  

ある。  

・中学1年：人前で話すことに慣れ、プレゼンテーシ  

ョンの基本を培う。（自己紹介のスピーチ、ショウアン  

ドテル）  

・中学2年：スピーチからプレゼンテーションヘ（東  

京地域研究についてのスピーチ、自分が住んでいる地  

域をパワーポイントで紹介する（プレゼンテーション））  

・中学3年：プレゼンテーション技術の向上と米国教  

科書の教材化（東北地域研究、環境問題についてのスピ  

ーチ、Co7血J叩Orαけ月reα如九roug九βれ駄血ceの活  

用）  

・高校1年：論理的組み立てへの意識強化。（数学や科  

学をテーマにした教材の使用、パラグラフ構成の理解、  

ショウアンドテルからプレゼンテーションヘの発展な  

ど）  

・高校2年：サイエンスを題材としたディスカッショ  

ンとディべ－卜（ディスカッション（ディベート）のテ  

ーマの例”can clones be natural？”，“How can  

sciencemakeushappy？”）  

・高校3年：四技能の統合（meEbαコCmiktの’science  

andtechnolo訂’のリーディング、個に応じた口頭発  

表）  

2．プレゼンテーション活動   

2．1 プレゼンテーション用資料   

この5年間で英語科で入手したプレゼンテーション  

の指導書は次の通りである。   

・Goodnight，L（1997）（詣才物β由rねd血βeカ月ね  

（鮎condEu！tibn）NationalTbxtbookCompany  

・Lenning，M．（1998）Gettb7g鋭ヨrtedin劫eech  

Cbmmunibatibn．NationalTbxtbookCompany  

・Lucas，RE．（2004）乃eA〟ガ動地均，ea軸  

McG工・aW－Hill  

・Payne，J．，Carl血D．R（1994）Geと血材5ぬ〟ed血  

動地郎eakiz7g（乃irdEuhjbzJNationalTbxtbook  

Company  

・Rau環R．，Rau，R．（1993）Evezydv，Shatibnsゐr  

α皿m血由血宮元仁励感融．NationalTb如book  

Company  
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ピーチを行った。電池、電波、津波などについて黒板  

に図を書きながら説明した。  

ⅠthinkYbkohamaisabeautifu1city．Doyou   

alsothinkitisabeautifu1city？Whataresome   

ofthebeautifu1places？  

・クイズ形式にする   

Howmanypeopleliveinthiscity？Choosethe   

rightansweramongthefbur．  

・パワー ポイントのアニメーションの機能を用いて、   

答の部分を最初隠しておく。  

hok at this picture．Whois this fhmous   

writer？  

3．Conclusion（結び、結論）   

Ihopeyouunderstandmypoints．   

Thankyouforlistening．   

Thankyou．  

＊質問について  

（1）プレゼンター（スピーカー）から聴衆へ   

Doyouhaveanyquestionsnow？－（「由s，Ihavea  

question．）   

Doesanybodyhaveaquestion？  

質問者の英語がよくわからない場合   

Could（Can）yourepeatyourquestion？  

Ⅰ’msorry；butIdon’tunderstandyou．  

Ⅰ’msorry；butcanyouspeakslowly？  

（2）聴衆からプレゼンターヘ   

Can（Mai）Iaskyouaquestion？－（協s，Ofcourse．／  

Sure．）   

What’syourfavoriteplace？  

I）o any fhmous people（writers，artists）1ivein  

yourcity？   

Doyouoftenvisitthepark（museum）？   

2．3 生徒のプレゼンテーション例  

2．3．1パワーポイントを利用したプレゼンテーショ  

ン（56期中2）   

2003年度の中学2年生全員が「自分が住んでいる  

地域を紹介する」というテーマでプレゼンテーション  

を行った。生徒には平均して10枚前後のスライドを  

作成することを要求した。  

2，3．2科学に関するスピーチ（5一期中2）   

2004年度の中学2年生が科学に関するテーマでス  

3．科学的教材の購入とその活用  

3．1この5年間に教科で購入した科学的教材  

ア 子供用百科事典   

坤rdC九まヱdr肌も且花町Cg岬e（ゴ£αCD・虎0朗一  

（0ⅩfbrdUniversityPress）  

イ アメリカの小・中・高等学校教科書   

工埴Sc玩肌Ce2∂β2  

加地成血α鋤   

勒β£cαJぶcねれCe2ββ2  

ぶcね花Ce九ねrαC正0那rColげβeJ一対  

C九emよ古物ニCo托C印ねαれd4軍gicα虎0托ぷ   

肋兢emα如β件の   

ScieTLCe「J疇q）  （以上GlencoeMcGraw－Hill）  

Middle Grades Math：TooIs for Success  

（Coursel－3），  

pr・e－Aなeあrα  

Geome吋  

Aなeむrα  

Aduα托Ce〔ZAなeわrα  （以上PrenticeHall）  

ウ 日本で出版されている注釈付きのアメリカの   

小・中学校の教科書   

林功（2005）『アメリカの中学教科書で英語を学ぶ』   

ベレ出版   

林功（2005）『続アメリカの中学教科書で英語を学   

ぶ』ベレ出版   

小坂貴志、小坂洋子（2005）『アメリカの小学校教   

科書で英語を学ぶ』ベレ出版  

エ その他の教材   

Ⅹnapp，F．K．（1996）Corばe7丁岬Orαけ 月reαゐ一   

統ro昭九β  ま花  助£e花Cg． McGraw－H迅  

Contemporary  
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3．2 科学的教材の活用とその成果  

3．2．1中学の活動   

アメリカの教科書の活用例の一つとして、Scよe71Ce  

九£erαC応用頑℃0乙げβe即を利用した実践例が、加藤  

（2005：128－130）と久保野他（2006：172－173）に報告され  

ている。記事のテーマはリサイクリング、堆肥の活用、  

抗生物質、AIDS等の一般的な内容である。アメリカ  

の教科書を元に教材開発を行うことには著作権の問題  

があり、開発はあまり進まなかった。そのため、’catch  

aWave’（浜島書店）という中・高校生を対象にした英  

字新聞にある科学的な記事を活用した。これは科学に  

関する語嚢を増やし、科学に関する記事に慣れるため  

である（久保野他（2006‥171－172）。また、日本で出版さ  

れている注釈のついたアメリカの小・中学校の教科書  

も利用した。小坂貴志・小坂洋子（2005）の教材を活用  

した「クイズ的な活動」については、久保野他  

（2006：170）に報告されている。  

3．2．2 高校の活動   

高校の読解用の教材は中学のものよりも高度になる。  

また、科学的な教材は文学的な教材に比べて客観的、  

論理的に記述されているのが普通であり、説明文や論  

説文の形態が多い。従って、パラグラフの構成を意識  

したパラグラフリーディングの指導が重要になる。「事  

実と意見を書き分けたり、読み分けたりする」作業や  

「パラグラフ構成の理解」を進める指導が八宮他  

（2004：110－111）に述べられている。さらに、「情報を引  

き出す」リーディング（高1）の実践例が加藤他  

（2005：131－133）で報告されている。   

科学的なトピックでのディベート（ディスカッショ  

ン）活動については、八宮他（2004）、加藤他（2005）、久  

保野他（2006）にその活動の一部が紹介されている。教  

材はアメリカの教科書ではなく、書籍や雑誌の論文な  

どである。これは、教科書の記述が概して説明的であ  

り、論争的な内容には一般の書籍や維誌論文の方が向  

いていたようだ。遺伝子工学、生命工学が取り扱われ  

た主要な分野で、具体的なテーマとしてクローニング、  

遺伝子組み換え食品、体外受精、幹細胞、安楽死など  

が選ばれた。   

2003年度の高校2年（53期）の授業では、”Biot∝hnolo訂  

shouldbeappliedtohumanbeings．”（生命工学の成  

果は人類に適用されるべきである）というテーマでデ  

ィベートが行われた。   

補足資料は、このディベー トの授業で使用した、臓  

器移植についての資料である。  

4．まとめ   

「科学的な内容を英語で口頭発表できる力を養成す  

るカリキュラムの構築と教材開発」という5年間のテ  

ーマがどれだけ達成できたかを考察してみる。   

「口頭発表できる力を養成する」という面では一定  

の成果があったと思われる。絵、写真、パワーポイン  

トを使ったプレゼンテーション、科学的内容をテーマ  

にしたディベートなどがあげられる。   

一方、「カリキュラムの構築と教材開発」の面では、  

課題を残したと思われる。当初予定していたアメリカ  

の教科書の利用と開発が不十分に終わった。学年毎に  

使用した教材をまとめた「科学的教材集」を毎年年度  

末にまとめたが、6年間を見通したカリキュラムの構  

築という意味では、体系化する努力が十分とは言えな  

かった。これが今後の課題である。  
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